
43,068,047

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

72.3 平均値 38,480,542 38,744,035 40,117,620 42,330,99958.3 平均値 71.0 73.2 73.4 72.5平均値 53.8 56.1 56.4 56.9

84.2 84.4 85.7 87.0

R01 R02 R03

当該値 44.1 45.3 47.3 49.5 51.3 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

51,672,578 50,906,722 50,857,356 50,968,078 51,158,81187.0 当該値

14.6

2. 老朽化の状況

全体総括

　新型コロナウイルス感染症患者の入院受入れや
ワクチン接種などを積極的に行うことにより、経
常収支比率は一時的に上昇したが、コロナ後に人
口減少や利用者減による影響が大きく現れること
が考えられる。
　慢性期を担う療養病床、回復期を担う地域包括
ケア病床やリハビリテーションの充実、地域の診
療所や隣接地域の急性期病院との連携、地域医療
全体の充実を図っていくことで、地域に必要とさ
れる病院として、さらに体制を改革していく必要
がある。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

75.7 平均値 17.0 16.5 16.0 15.79,548 平均値 70.3 71.1 72.0 77.728,176 平均値平均値 25,249 25,711 26,415 27,227

50.0 57.7 61.3 77.310,287 10,722 11,354 11,969 12,300 当該値

8,852 9,060 9,135 9,509

当該値 27,683 28,311 28,835 29,200 29,604 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　②医業収支比率では類似病院平均値を上回ってい
る。①経常収支比率では類似病院平均値を上回ってい
るが、新型コロナウイルス関連の補助金等の影響が大
きい。④病床利用率は類似病院平均値に比べ低下して
いるが、昨年度に引き続き、新型コロナ病床確保によ
り利用可能病床が減少したことが要因の一つである。
⑦は令和3年度から減少しているが、人員配置の見直
し等による給与費減による。
　⑤⑥の入院、外来それぞれの1人1日当たり収益は類
似病院平均値より若干高い傾向にある。透析医療をし
ていること、及びコロナ入院受入れによるものと考え
られる。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 　①有形固定資産減価償却率は、平成23年度の病
院建て替えから年数を経るにつれ、徐々に高く
なっている状況であるが、全国、類似平均ともに
下回っている。
　②器械備品減価償却率は、全国、類似平均とも
上回っており、医療機器類の老朽化が進行してい
る。そのため、定期的な保守と修繕を実施するこ
とで、適切な状態を維持していく。併せて機器更
新も使用頻度や費用対効果、必要度等に応じて検
討していきたい。
　③１床当たり有形固定資産は、全国、類似平均
とも上回っているが、これは、併設の老人保健施
設の償却資産が含まれているためであり、病院単
体では両平均値を下回っている。

R03 H29 H30 R01

13.9 13.1 12.8 13.2 12.473.2 当該値

平均値 67.9 66.9 66.1 62.3 62.1平均値 114.4 117.0 118.8 136.0 131.3平均値 78.1 77.0 77.1 73.8 75.5平均値 98.2 97.5 97.7 100.7 103.6

当該値 69.4 66.6 63.6 57.7 55.6当該値 129.4 141.7 152.3 168.7 141.787.1 85.0 81.4 85.6当該値 100.0 96.6 95.5 96.7 112.0

Ⅰ 地域において担っている役割
　自治体病院として、行政、医療機関、介護施設
と連携し、地域に必要な医療を公平・公正に提供
するとともに、国保直診の目指す地域包括ケアの
観点から、回復期を担う地域包括ケア病床、慢性
期を担う療養病床の設置、リハビリテーションの
充実、人工透析医療（16床）や各種健診事業のほ
か、介護保険事業として、介護老人保健施設（80
床）、通所リハビリテーション事業（定員30
人）、居宅介護支援事業、訪問看護ステーション
事業も展開している。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 92.7

- 年度 - 年度 - 年度

44 73

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

32,667 7,566 第２種該当 - １０：１ 29

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 14 - ド 透 救 輪 - - 90 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 46 44 - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
岡山県備前市　備前病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

④病床利用率(％)
【67.1】
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③累積欠損金比率(％)
【70.7】
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②医業収支比率(％)
【86.6】
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【106.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【56.0】
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【56.4】
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【17,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【59,287】



経営比較分析表（令和3年度決算）
岡山県備前市　日生病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 40 52 - ■

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 11 - ド 訓 救 輪 - - 92 【】

- 年度 - 年度 - 年度

52 88

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

32,667 6,545 第２種該当 - １０：１ 36

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、救急告示施設、病院群輪番制等二次救
急医療機関として救急医療を提供するとともに、
入院機能を持つ医療機関として、急性期から慢性
期の幅広い病床機能を提供する役割を担ってい
る。
　人間ドックや特定健診等を積極的に受け入れる
ことで地域における予防医療の推進に務めてい
る。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 92.4 95.9 96.3 94.9 101.6当該値 97.7 104.4 104.6 105.1 110.7 当該値 56.1 65.7 74.3 74.3 78.2当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値 78.1 77.0 77.1 73.8 75.5平均値 98.2 97.5 97.7 100.7 103.6 平均値 67.9 66.9 66.1 62.3 62.1平均値 114.4 117.0 118.8 136.0 131.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　④病床利用率に大きな変動がなかったことか
ら、①経常収支比率が引き続き100％を上回っ
た。
　⑧材料費対医業収益比率は、類似病院平均値よ
り高い状況にあるが、これは当院が院内薬局と
なっていることから、薬品等に係る費用が大きい
ことが要因と考えられる。
　今後の人口動向、高齢化率及び病床利用率等を
注視し、適正な病床数及び病床機能を検討すると
ともに、慢性期を担う療養病床やリハビリテー
ションの充実を図り、患者のニーズに応える病院
として、その機能を充実させることにより、効率
的な病院経営に努めたい。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 　①有形固定資産減価償却率は、類似病院平均値
より低い。これは、平成18年度の病院建設から年
数がさほど経過していないことが要因と考えられ
る。
　②器械備品減価償却率は、類似病院平均値より
高い。これは、医療機器の老朽化が進んでいるこ
とが要因と考えられる。
　建設から10年以上が経過し、随所に老朽化等に
よる修繕の必要が生じているため、今後は、予測
される大規模修繕等に備える必要がある。

R03 H29 H30 R01

29.4 28.6 28.0 27.6 26.151.8 当該値25,848 24,445 24,309 24,947 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

77.728,176 平均値平均値 25,249 25,711 26,415 27,227

41.2 39.6 39.3 55.410,861 10,666 11,353 12,005 12,635 当該値

8,852 9,060 9,135 9,509

当該値 26,652

25,336,71782.4 当該値

14.6

2. 老朽化の状況

全体総括

　患者の病状を的確に把握し、より専門的な治療
が必要な場合は最適な医療機関に繋ぎ、容体が安
定した後は当院での治療を継続していくといった
「身の丈にあった診療」を常に心がけ、「かかり
つけ病院」としての役割を果たすことで、これか
らも地域住民に信頼され、必要とされる病院であ
り続けるよう努めていくとともに、新型コロナウ
イルス感染症に対する感染防止に努めていきた
い。H29 H30 R01 R02 R03 H29

75.7 平均値 17.0 16.5 16.0 15.79,548 平均値 70.3 71.1 72.0

77.9 77.3 81.0 81.6

R01 R02 R03

当該値 41.1 42.8 45.5 47.8 49.9 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

24,772,870 24,825,717 24,895,033 25,170,272

43,068,047

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

72.3 平均値 38,480,542 38,744,035 40,117,620 42,330,99958.3 平均値 71.0 73.2 73.4 72.5平均値 53.8 56.1 56.4 56.9
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【67.1】
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【56.0】
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②器械備品減価償却率(％)
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,765,843】
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【56.4】
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43,068,047

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

72.3 平均値 38,480,542 38,744,035 40,117,620 42,330,99958.3 平均値 71.0 73.2 73.4 72.5平均値 53.8 56.1 56.4 56.9

84.0 85.2 83.1 81.2

R01 R02 R03

当該値 53.1 55.2 55.9 56.7 57.6 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

53,581,260 54,176,320 54,358,660 55,070,480 55,617,90079.7 当該値

14.6

2. 老朽化の状況

全体総括

今後予想される人口減少などの問題に備え、ホーム
ページの充実など広報活動にも注力し、選ばれる病院
を目指す。市民の安心につながる救急医療についても
24時間体制での受入を継続する。
また、地域包括ケアの観点からは、平成30年3月に8
床を地域包括ケア病床に機能分化したが、今後も状
況に応じて、機能分化等を検討したい。また、総合保
健施設を併設し、通所リハビリテーション事業、訪問リ
ハビリテーション事業、訪問看護事業などの介護保険
事業の維持に加え、地域における地域包括ケアシステ
ムの中核として、地域内の他の診療施設や、周辺地
域の急性期病院等と連携しながら地域完結型の医療
を目指したい。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

75.7 平均値 17.0 16.5 16.0 15.79,548 平均値 70.3 71.1 72.0 77.728,176 平均値平均値 25,249 25,711 26,415 27,227

31.7 33.9 33.3 52.813,450 12,942 13,221 13,990 13,541 当該値

8,852 9,060 9,135 9,509

当該値 33,017 33,364 34,197 35,142 35,383 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大に伴い外来患者数は大幅に減っていたが、非常勤医師の充
実など外来患者獲得に向けての取組等も行い、外来患者数・外来
収益ともコロナ前の水準に戻りつつある。しかし、動線の確保等の
問題がありコロナ病床（入院患者受入）の設置ができなかったこと
で、コロナ病床を設置している病院に比べ補助金収入が少なく類
似病院の平均値を下回る結果となった。②③④⑤⑥⑦の各指標
は、健全な状態であり、前年度と比較すると②医業収支比率、④
病床利用率、⑤（入院）の1人1日当たりの収益は前年度の値を上
回り、③累積欠損金比率、⑦職員給与費対医業収益比率も前年
度より改善された。⑥（外来）の1人1日当たりの収益は前年度の
値を下回る結果となったが、外来患者数、外来収益とも前年度に
比べ増となっている。
⑧材料費対医業収益比率は、類似病院平均値を下回っている
が、当院は院内薬局での運用をしており、類似病院平均値は、院
外薬局で運用している病院も含めた数値であることから、特に問
題はないと考える。
③累積欠損金比率は、施設の建替により発生した欠損金であ
り、安定的な黒字経営により早期に解消ができると考えている。
今後は少子高齢化がさらに進むと見込まれ、将来的に限られた
医療資源を効果的に活用するため、地域の医療ニーズに応じて
柔軟に病床を機能分化するなど、地域に密着した病院を目指した
い。
2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 ①有形固定資産減価償却率は、施設が比較的新しい
こともあり、類似病院平均値より若干低くなっている。
②器械備品減価償却率は、定期的な保守を実施し適
切に使用できる状態を保持することで、法定耐用年数
での更新を行っていないため、類似病院平均値より高
くなっている。
③1床当たり有形固定資産は、50床という小規模病院
としては診療科が20科と多く、医療機器も充実している
ことが、類似病院平均値より高い要因であると考える。

R03 H29 H30 R01

31.0 30.6 29.1 30.0 28.051.2 当該値

平均値 67.9 66.9 66.1 62.3 62.1平均値 114.4 117.0 118.8 136.0 131.3平均値 78.1 77.0 77.1 73.8 75.5平均値 98.2 97.5 97.7 100.7 103.6

当該値 91.4 89.8 89.5 86.3 87.6当該値 2.8 2.0 0.7 3.7 2.398.8 100.1 94.2 98.2当該値 102.3 100.9 101.3 97.4 101.4

Ⅰ 地域において担っている役割
土曜日診療や午後9時までの夜間受付など地域医療の
中核的機能を担っている。
具体的には、救急医療、へき地医療、小児医療、人工
透析医療、在宅医療、各種健診事業、コロナ禍における
発熱外来診療・検査体制確保事業、高度医療機器の設
置、保健衛生活動、学校医活動など幅広い機能を提供し
ている。
また、総合保健施設を併設し、地域包括ケアの観点か
ら、通所リハビリテーション事業、訪問リハビリテーション
事業、訪問看護事業などの介護保険事業も展開してい
る。H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 102.4

- 年度 - 年度 - 年度

- 50

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

32,667 5,550 第２種該当 - １０：１ 50

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 20 - ド 透 救 輪 - - 50 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 50 - - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
岡山県備前市　吉永病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)
【67.1】
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【106.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【56.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.7】
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【49,765,843】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
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